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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも着色剤と水を含有する筆記具用インキ組成物において、主骨格が重合度２～
８のグリセリンであり、８０～１５０モルのアルキレンオキサイドが付加され、カルボン
酸含有物とエステル結合しているアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルをインキ
組成物全量に対して、０．１～３０重量％含有することを特徴とする筆記具用水性インキ
組成物。
【請求項２】
　アルキレンオキサイド付加グリセリンエステルの平均分子量が２８００～１００００で
ある請求項１記載の筆記具用水性インキ組成物。
【請求項３】
　アルキレンオキサイド付加グリセリンエステルのＨＬＢが１５～１９．５である請求項
１又は２に記載の筆記具用水性インキ組成物。
【請求項４】
　カルボン酸含有物が炭素数４～２５である脂肪酸又は芳香族カルボン酸である請求項１
～３の何れか一つに記載の筆記具用水性インキ組成物。
【請求項５】
　アルキレンオキサイド付加グリセリンエステルのアルキレンオキサイドがエチレンオキ
サイドである請求項１～４の何れか一つに記載の筆記具用水性インキ組成物。
【請求項６】
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　アルキレンオキサイド付加グリセリンエステルにおいて、カルボン酸含有物のモル数を
Ｘ、グリセリンの重合度をＹとした場合、Ｘ／〔Ｙ＋２〕が０．２５～０．７５である請
求項１～５の何れか一つに記載の筆記具用水性インキ組成物。
【請求項７】
　インキ組成物全量に対して、０．１～３０重量％の有機溶剤を含有する請求項１～６の
何れか一つに記載の筆記具用水性インキ組成物。
【請求項８】
　インキ組成物全量に対して、０．１～３０重量％の糖類を含有する請求項１～７の何れ
か一つに記載の筆記具用水性インキ組成物。
【請求項９】
　請求項１～８の何れか一つに記載の筆記具用水性インキ組成物を搭載したことを特徴と
する筆記具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、筆記具用水性インキ組成物に関し、更に詳しくは、非滲み性、書き味及び物
性的安定性に優れた筆記具用水性インキ組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、筆記具用水性インキを調整する際、特に低粘度領域〔５０ｍＰａ・ｓ以下：
トキメック製ＥＬＤ型粘度計にて測定（２５℃）〕を調整する場合、非滲み性を期待でき
ないため、低分子界面活性剤のような紙への浸透速度が大きい材料の種類・添加量に制限
があった。
　特に、ボールペンのようなボールとチップホルダー間の金属潤滑性を必要とするような
仕様である場合、界面活性剤の添加は必須である。
【０００３】
　しかしながら、金属潤滑性を満足させるために十分な界面活性剤を加えると、非滲み性
が悪化することとなる。
　また、金属潤滑性を必要としないマーキングペンのような機構の場合でも、着色剤とし
て使用する染着エマルジョンなどに吸着した乳化剤の影響で筆記描線が滲むなどの課題が
ある。
【０００４】
　更に、インキ粘性を非ニュートン粘性にすることで、非滲み性を改良することが可能で
あるが、特に、顔料インキの場合、非ニュートン粘性付与剤の種類によっては、描線品位
は良いが高温経時にて顔料沈降による色別れが発生したり、高温経時での顔料沈降性は良
好であるが、描線のボテ・線割れが発生し、描線品位が低く、また低分子界面活性剤を添
加しても書き味が向上しないなど、全ての品質を同時に満たすことができないという課題
がある。
【０００５】
　一方、顔料と水と水溶性有機溶剤と粘度調節剤としての水溶性高分子とから少なくとも
なり、インキ粘度を５０～２０００ｃｐｓ（２５℃）の範囲としたボールペン用顔料イン
キにおいて、ヘキサグリセリルモノラウレートなどの特定のポリグリセリン脂肪酸エステ
ルを含むことにより、ボールペン用の油性インキと水性インキの特徴を兼備し、経時的に
顔料分散安定性の低下の少ないボールペン用顔料インキが知られている（例えば、特許文
献１参照）。
　また、筆跡がにじみにくく、十分な潤滑性を有し、快適な筆記感を与えるに、ポリグリ
セリンのアルキレンオキサイド付加物、グリセリンにアルキレンオキサイドが１～１５０
モル付加したグリセリンのアルキレンオキサイド付加物及びトリメチロールプロパンのア
ルキレンオキサイド付加物からなる群及びこれらの混合物から選ばれた少なくとも１種の
多価アルコールのアルキレンオキサイド付加物、顔料、分散剤及び水を含有することを特
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徴とする水性ボールペン用顔料インキ組成物が知られている（例えば、特許文献２参照）
。
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１に記載されるボールペン用顔料インキは、顔料分散剤と
して機能するものであり、未だ書き味、非滲み性及び描線乾燥性の点で劣るものであり、
しかも、用いるヘキサグリセリルモノラウレートなどのアルキレンオキサイドが付加され
ていないポリグリセリン脂肪酸エステルと本願発明のアルキレンオキサイド付加グリセリ
ンエステルとはその物性及び作用効果が異なるものである。
　また、上記特許文献２に記載される水性ボールペン用顔料インキ組成物は、潤滑性向上
等を目的としているが、未だ書き味、非滲み性及び描線乾燥性の点で劣るものであり、し
かも、上記疎水基としての脂肪酸が結合していない多価アルコールのアルキレンオキサイ
ド付加物と本願発明のアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルとはその物性及び作
用効果が異なるものである。
【特許文献１】特開平２－３８４７４号公報（特許請求の範囲、実施例等）
【特許文献２】特開平５－１８６７３０号公報（特許請求の範囲、実施例等）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記従来技術の課題に鑑み、これを解消しようとするものであり、長期保管
においてもインキ物性が経時的に変化することがなく、書き味、非滲み性及び描線乾燥性
に優れた筆記具用水性インキ組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、上記の従来技術の課題等について、鎖意検討した結果、少なくとも着色
剤と水を含有する筆記具用インキ組成物において、特定のアルキレンオキサイド付加グリ
セリンエステルをインキ組成物全量に対して、特定の範囲で含有せしめることにより、上
記目的の筆記具用水性インキ組成物が得られることを見い出し、本発明を完成するに至っ
たのである。
【０００９】
　すなわち、本発明は、次の（１）～（１０）に存する。
（１）　少なくとも着色剤と水を含有する筆記具用インキ組成物において、主骨格がグリ
セリンであり、６０～１５０モルのアルキレンオキサイドが付加され、カルボン酸含有物
とエステル結合しているアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルをインキ組成物全
量に対して、０．１～３０重量％含有することを特徴とする筆記具用水性インキ組成物。
（２）　グリセリンの重合度が１～１０である上記（１）記載の筆記具用水性インキ組成
物。
（３）　アルキレンオキサイド付加グリセリンエステルの平均分子量が２８００～１００
００である上記（１）又は（２）記載の筆記具用水性インキ組成物。
（４）　アルキレンオキサイド付加グリセリンエステルのＨＬＢが１５～１９．５である
上記（１）～（３）の何れか一つに記載の筆記具用水性インキ組成物。
（５）　カルボン酸含有物が炭素数４～２５である脂肪酸又は芳香族カルボン酸である上
記（１）～（４）の何れか一つに記載の筆記具用水性インキ組成物。
（６）　アルキレンオキサイド付加グリセリンエステルのアルキレンオキサイドがエチレ
ンオキサイドである上記（１）～（５）の何れか一つに記載の筆記具用水性インキ組成物
。
（７）　アルキレンオキサイド付加グリセリンエステルにおいて、カルボン酸含有物のモ
ル数をＸ、グリセリンの重合度をＹとした場合、Ｘ／〔Ｙ＋２〕が０．２５～０．７５で
ある上記（１）～（６）の何れか一つに記載の筆記具用水性インキ組成物。
（８）　インキ組成物全量に対して、０．１～３０重量％の有機溶剤を含有する上記（１
）～（７）の何れか一つに記載の筆記具用水性インキ組成物。
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（９）　インキ組成物全量に対して、０．１～３０重量％の糖類を含有する上記（１）～
（８）の何れか一つに記載の筆記具用水性インキ組成物。
（１０）　上記（１）～（９）の何れか一つに記載の筆記具用水性インキ組成物を搭載し
たことを特徴とする筆記具。
　なお、本発明で規定する「ＨＬＢ」は、下記に示すグリフィンの式により算出したもの
である。
　ＨＬＢ＝〔親水基部分の分子量／界面活性剤の分子量（アルキレンオキサイド付加グリ
セリンエステルの分子量）〕×（１００／５）
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、長期保管においてもインキ物性が経時的に変化することがなく、経時
安定性に優れると共に、書き味、非滲み性及び描線乾燥性に優れた筆記具用水性インキ組
成物が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下に、本発明の実施形態を詳しく説明する。
　本発明の筆記具用インキ組成物は、少なくとも着色剤と水を含有する筆記具用インキ組
成物において、主骨格がグリセリンであり、６０～１５０モルのアルキレンオキサイドが
付加され、カルボン酸含有物とエステル結合しているアルキレンオキサイド付加グリセリ
ンエステルをインキ組成物全量に対して、０．１～３０重量％含有することを特徴とする
ものである。
【００１２】
　本発明に用いるアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルは、長期保管においても
インキ物性が経時的に変化することがなく、書き味、非滲み性及び描線乾燥性を向上させ
るために含有するものであり、主骨格がグリセリンであり、６０～１５０モルのアルキレ
ンオキサイドが付加され、カルボン酸含有物とエステル結合しているものである。
　このアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルは、重合度が１～１０であるポリグ
リセリンと６０～１５０モルのアルキレンオキサイド及びカルボン酸含有物とを反応して
得られるものである。
【００１３】
　本発明において、グリセリン骨格となる、用いるポリグリセリンの重合度は、好ましく
は、１～１０、更に好ましくは、本発明の更なる効果の向上の点から、２～８、特に好ま
しくは、２～６であるものが望ましい。この重合度が１０を超えると、分子全体のかさ高
さが大きくなり、書き味、描線の非滲み性が向上するが、乾かなくなり結果として手が汚
れる等の問題が生じることとなる。
【００１４】
　本発明において、用いるアルキレンオキサイドは、特に限定されるものでないが、エチ
レンオキサイド、プロピレンオキサイド、ブチレンオキサイドなどの少なくとも１種（各
単独又は２種以上の組み合わせ、以下同様）が挙げられ、好ましくは、アルキレンオキサ
イドの親水度の点からエチレンオキサイドが望ましい。
　このアルキレンオキサイドの付加モル数は、ポリグリセリン１モルに対して、６０～１
５０モルが好ましく、更に好ましくは、６５～１２０モルが望ましい。
　この付加モル数が６０モル未満であると、非滲み性が低下すると共に、紙面の膨潤度が
低いため、書き味の飛躍的な向上が見込めず、また、顔料インキに用いる場合、分散性が
低下することとなる。
　一方、付加モル数が１５０モルを超えると、インキ粘度が上昇するため、特に低粘度イ
ンキを設計する場合、含有量を少なくする必要があり、目的の書き味、非滲み性が発揮で
きないこととなる。また、顔料インキに使用する場合、顔料分散安定性を図るための含有
量を確保するには、インキ粘度上昇が避けられず、結果として含有量を減らすこととなり
、分散安定性が確保できないものとなる。更に、インキにせん断減粘性を付与する場合は
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、低粘度インキより粘度に関しては余裕があるが、粘度付与剤含有前の粘度が高くなって
しまうため、結果として粘度付与剤の含有量を減らすこととなり、特に顔料インキに含有
する場合、経時にて顔料が沈降することとなる。
【００１５】
　本発明において、用いるカルボン酸含有物としては、カルボン酸を含有したものであれ
ば特に限定されず、例えば、脂肪酸、芳香族カルボン酸などの少なくとも１種が挙げられ
る。
　用いる脂肪酸は、直鎖状又は分岐状、または、飽和若しくは不飽和の何れの脂肪酸であ
ってもよく、本発明の効果の更なる向上の点から、炭素数４～２５である脂肪酸が好まし
く、更に好ましくは、炭素数８～２０である脂肪酸が望ましく、例えば、カプリン酸、ラ
ウリン酸、トリデシル酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ヒドロキシステ
アリン酸、オレイン酸などが挙げられる。
　芳香族カルボン酸としては、安息香酸、α－ナフタレンカルボン酸、β－ナフタレンカ
ルボン酸、１，４－ナフタレンジカルボン酸、２，６－ナフタレンジカルボン酸などが挙
げられ、また、アルキル、ハロゲン、アルコキシなどの置換基を有するものであってもよ
いものである。
　なお、炭素数４未満の脂肪酸である場合、相対的に分子中に占める親水性度が高くなっ
て、描線乾燥性が低下することがあり、また、顔料インキに含有する場合、顔料吸着能力
が低下するため顔料分散性が低下することがある。一方、炭素数が２５を超える脂肪酸で
あると、アルキレンオキサイドの付加モル数と同様に、インキ粘度が上昇し、インキ粘度
設計上制約が生じることとなる。
【００１６】
　本発明のアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルにおいて、好ましくは、分子の
親水性度、顔料インキの場合の顔料吸着性、インキ粘度設計の点から、カルボン酸含有物
のモル数をＸ、グリセリンの重合度をＹとした場合、Ｘ／〔Ｙ＋２〕、すなわち、エステ
ル化度（エステル数／水酸基数）は、０．２５～０．７５とすることが望ましく、更に好
ましくは、０．２５～０．７０、特に好ましくは、０．３０～０．６０とすることが望ま
しい。
【００１７】
　本発明のアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルは、上述の如く、重合度が１～
１０であるポリグリセリンと６０～１５０モルのアルキレンオキサイド及びカルボン酸含
有物とを反応することにより、主骨格がグリセリンからなり、６０～１５０モルのアルキ
レンオキサイドが付加され、カルボン酸含有物とエステル結合している構成となるもので
あり、そのＨＬＢは、好ましくは、１５～１９．５であり、更に好ましくは、１６～１９
．５のものが望ましい。
　このＨＬＢが１５未満であると、アルキレンオキサイドの付加モル数が少なく、アルキ
ル基、芳香族付加モル数が多くなる方向になり、書き味低下を引き起こすこととなり、ま
た、顔料インキに用いる場合、分散安定性低下を引き起こすこととなる。一方、ＨＬＢが
１９．５を超えると、アルキレンオキサイドの付加モル数が多くなる方向になるため、イ
ンキ粘度の上昇等でインキ粘度設計上制約が生じることとなる。
【００１８】
　本発明のアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルの平均分子量は、好ましくは、
２８００～１００００、更に好ましくは、３０００～９０００のものが望ましい。
　この平均分子量が２８００未満になると、紙面への浸透成分にあたる疎水基不足による
描線乾燥性の低下を招くこととなり、また、顔料インキでは顔料分散性に劣ることとなり
、一方、平均分子量が１００００を超えると、インキ粘度の上昇等でインキ粘度設計上制
約が生じることとなる。
【００１９】
　具体的に用いることができるアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルとしては、
例えば、グリセリンＥＯ（６０）ラウリル（１）エステル〔ＥＯ：エチレンオキサイド、
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ＥＯ（６０）はＥＯ６０モル付加、ラウリル（１）はラウリン酸１モル付加をいう、以下
同様〕、ジグリセリンＥＯ（１００）パルミチル（２）エステル、ジグリセリンＥＯ（１
００）オレイル（２）エステル、ジグリセリンＥＯ（１２０）安息香酸（２）エステル、
ジグリセリンＥＯ（１００）ブチル（２）エステル、ジグリセリンＥＯ（１００）トリデ
シル（２）エステル、トリグリセリンＥＯ（８０）ステアリル（２）エステル、トリグリ
セリンＥＯ（１５０）パルミチル（２）エステル、テトラグリセリンＥＯ（８０）ラウリ
ル（１）エステル、テトラグリセリンＥＯ（８０）ラウリル（５）エステル、ｎ＝１０グ
リセリンＥＯ（６０）ラウリル（４）エステル、ｎ＝１１グリセリンＥＯ（８５）ラウリ
ル（４）エステル、グリセリンＥＯ（６０）ＰＯ〔ＰＯ：プロピレンオキサイド、以下同
様〕（１０）トリデシル（１）エステル、ジグリセリンＥＯ（６０）ＰＯ（５）ＢＯ〔Ｂ
Ｏ：ブチレンオキサイド、以下同様〕エチルへキシル（１）エステル、ジグリセリンＥＯ
（７５）べへニル（１）エステルなどの少なくとも１種が挙げられる。
【００２０】
　本発明のアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルの含有量は、インキ組成物全量
に対して、０．１～３０重量％が好ましく、更に好ましくは、０．５～２０重量％、特に
好ましくは、１～１０重量％とすることが望ましい。
　この含有量が０．１重量％未満であると、書き味向上が図れず、一方、３０％を越える
と、ニュートン性インキの場合、粘度が高くなり目標粘度に設定できない。また、非ニュ
ートンインキの場合、目標粘度に設定する際、非ニュートン性付与剤の含有量を制限する
必要があり、結果としてネットワーク構造が強固なものにならず、顔料沈降等の問題が発
生することとなる。
【００２１】
　本発明に用いる着色剤としては、特に制限はないが、従来筆記具用水性インキ組成物に
慣用されている無機系及び有機系顔料、水溶性染料又は低濃度で水に溶解する油溶性染料
の中から任意のものを使用することができる。
　油溶性染料を用いる場合は、ビヒクル中に有機溶剤を溶解させることで染料の溶解性を
向上させることが可能となる。
　無機系顔料としては、例えば、酸化チタン、カーボンブラック、金属粉などが挙げられ
、また、有機系顔料としては、例えばアゾレーキ、不溶性アゾ顔料、キレートアゾ顔料、
フタロシアニン顔料、ペリレン及びペリノン顔料、アントラキノン顔料、キナクリドン顔
料、染料レーキ、二トロ顔料、ニトロソ顔料などが挙げられる。
　具体的にはフタロシアニンブルー（Ｃ．Ｉ．７４１６０）、フタロシアニングリーン（
Ｃ．Ｉ．７４２６０）、ハンザイエロー３Ｇ（Ｃ．Ｉ．１１６７０）、ジスアゾエローＧ
Ｒ（Ｃ．Ｉ．２１１００）、ナフトールレッド（Ｃ．Ｉ．トレッド１２３９０）、パーマ
ネンレッド４Ｒ（Ｃ．Ｉ．１２３３５）、ブリリアントカーミン６Ｂ（Ｃ．Ｉ．１５８５
０）、キナクリドンレッド（Ｃ．Ｉ．４６５００）などが使用できる。
【００２２】
　水溶性染料としては、直接染料、酸性染料、食用染料、塩基性染料のいずれも用いるこ
とができる。
　直接染料の一例を以下に記載する。Ｃ．Ｉ．ダイレクトブラック１７、同１９同２２、
同３２、同３８、同５１、同７１、Ｃ．Ｉ．ダイレクトエロー４、同２６、同４４、同５
０、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド１、同４、同２３、同３１、同３７、同３９、同７５、同
８０、同８１、同８３、同２２５、同２２６、同２２７、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー１、
同１５、同７１、同８６、同１０６、同１１９等が挙げられる。
【００２３】
　酸性染料の一例を以下に記載する。Ｃ．Ｉ．アシッドブラック１、同２、同２４、同２
６、同３１、同５２、同１０７、同１０９、同１１０、同１１９、同１５４、Ｃ．Ｉ．ア
シッドエロー７、同１７、同１９、同２３、同２５、同２９、同３８、同４２、同４９、
同６１、同７２、同７８、同１１０、同１４１、同１２７、同１３５、同１４２、Ｃ．Ｉ
．アシッドレッド８、同９、同１４、同１８同２６、同２７、同３５、同３７、同５１、
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同５２、同５７、同８２、同８７、同９２、同９４、同１１１、同１２９、同１３１、同
１３８、同１８６、同２４９、同２５４、同２６５、同２７６、Ｃ．Ｉ．アシッドバイオ
レッド１５、同１７、Ｃ．Ｉ．アシッドブルー１、同７、同９、同１５、同２２、同２３
、同２５同４０、同４１、同４３、同６２、同７８、同８３、同９０、同９３、同１０３
同１１２、同１１３、同１５８、Ｃ．Ｉ．アシッドグリーン３、同９、同１６、同２５、
同２７等が挙げられる。
【００２４】
　食用染料はその大部分が直接染料又は酸性染料に含まれるが、含まれないものの一例と
しては、Ｃ．Ｉ．フードエロー３が挙げられる。
　塩基性染料の一例を以下に記載する。Ｃ・Ｉ・ベーシックエロー１、同２、同２１、Ｃ
．Ｉ．ベーシックオレンジ２、同１４、同３２、Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１、同２、同
９、同１４、Ｃ．Ｉ．ベーシックバイオレット１、同３、同７、Ｃ．Ｉ．ベーシックグリ
ーン４、Ｃ．Ｉ．ベーシックブラウン１２、Ｃ．Ｉ．ベーシックブラック２、同８等が挙
げられる。
【００２５】
　油溶性染料としては、例えば、バリファーストブラック１８０２、バリファーストブラ
ック１８０７、バリファーストバイオレット１７０１、バリファーストバイオレット１７
０２、バリファーストブルー１６０３、バリファーストブルー１６０５、バリファースト
ブルー１６０１、バリファーストレッド１３０８、バリファーストレッド１３２０、バリ
ファーストレッド１３５５、バリファーストレッド１３６０、バリファーストイエロー１
１０１、バリファーストイエロー１１０５、バリファーストグリーン１５０１、ニグロシ
ンベースＥＸＢＰ、ニグロシンベースＥＸ、ＢＡＳＥ　ＯＦ　ＢＡＳＩＣ　ＤＹＥＳ　Ｒ
ＯＢ－Ｂ、ＢＡＳＥ　ＯＦ　ＢＡＳＩＣ　ＤＹＥＳ　ＲＯ６Ｇ－Ｂ、ＢＡＳＥ　ＯＦ　Ｂ
ＡＳＩＣ　ＤＹＥＳ　ＶＢ－Ｂ、ＢＡＳＥ　ＯＦ　ＢＡＳＩＣ　ＤＹＥＳ　ＶＰＢ－Ｂ、
ＢＡＳＥ　ＯＦ　ＢＡＳＩＣ　ＤＹＥＳ　ＭＶＢ－３（以上、オリエント化学工業社製）
、アイゼンスピロンブラック　ＧＭＨ－スペシャル、アイゼンスピロンバイオレット　Ｃ
－ＲＨ、アイゼンスピロンブルー　ＧＮＨ、アイゼンスピロンブルー　２ＢＮＨ、アイゼ
ンスピロンブルー　Ｃ－ＲＨ、アイゼンスピロンレッドＣ－ＧＨ、アイゼンスピロンレッ
ド　Ｃ－ＢＨ、アイゼンスピロンイエロー　Ｃ－ＧＮＨ、アイゼンスピロンイエロー　Ｃ
－２ＧＨ、Ｓ．Ｐ．Ｔ　レッド５２２、Ｓ．Ｐ．Ｔ　ブルー１１１、Ｓ．Ｐ．Ｔブルー　
ＧＬＳＨスペシャル、Ｓ．Ｐ．Ｔ　レッド５３３、Ｓ．Ｐ．Ｔ　オレンジ６、Ｓ．Ｂ．Ｎ
　バイオレット５１０、Ｓ．Ｂ．Ｎ　イエロー５１０、Ｓ．Ｂ．Ｎ　イエロー５３０（以
上、保土谷化学工業社製）等が挙げられる。
　これらの着色剤は、それぞれ単独で用いてもよいし、２種類以上を組み合わせて用いて
もよい。
【００２６】
　これらの着色剤の含有量は、インキ組成物全量に対して、通常、０．０５～３０重量％
、好ましくは、１～１５重量％の範囲とすることが望ましい。
　この着色剤の含有量が３０重量％越えると、長期に保存した場合、顔料が凝集してしま
ったり、染料が析出したりしてペン先に詰まり、筆記不良を起こすこととなり、また、０
．０５重量％未満では、着色が弱くなり、紙に書いた時の色相が分からなくなってしまう
ので好ましくない。
【００２７】
　本発明のインキ組成物のｐＨに関しては、インキ組成物のｐＨを７～１０の範囲に調製
することが好ましい（測定温度：２５℃、測定器：ホリバ社製ｐＨメーター）。
　インキ組成物のｐＨを上記範囲に調製するのは、筆記具が、例えば、ボールペンの場合
、金属ボールペンチップの防錆とともに、顔料の分散に仕様する分散剤の凝集や着色剤と
して使用する酸性染料の未溶解を防ぐためである。例えば、通常、ボールペンチップはボ
ールとホルダーにより構成されており、少なくとこれらの一部が金属で構成されている場
合には、錆に対する配慮が必要であり、本発明にような水性インキの場合は防錆対策は必
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須条件となる。例えば、ボールペンチップ材料として一般的なタングステンカーバイトを
用いる場合には、上記範囲内であれば、コバルトやタングステンの溶出による筆記性能へ
の悪影響が生じないので好ましい。
【００２８】
　本発明のインキの粘度は、幅広い粘度領域で用いることができる。ニュートン粘性イン
キ粘度が１～１０ｍＰａ・Ｓのような低粘度インキの場合は、非滲み性、書き味に効果が
見られる。粘度が１０～１００ｍＰａ・ｓ程度のインキに関しても低粘度インキと同様な
効果が期待できる。非ニュートン粘性インキで剪断速度３．８４ｓ－１におけるインキ粘
度が１００～４０００ｍＰａ・ｓ程度の場合、非ニュートン性付与剤と強固なネットワー
ク構造を構築し、物性安定性を図ることができる。
【００２９】
　本発明のインキ組成物の表面張力は、約１６～約４５ｍＮ／ｍ（測定温度：２５℃、測
定器：協和界面科学社製　表面張力測定器）の範囲で適宜設定することが好ましい。
　例えば、本発明のインキ組成物を粘度が１～１０ｍＰａ・ｓ（２５℃）程度の低粘度イ
ンキとして後述する直留直液方式の筆記具に使用する場合には、ペン体の品質を維持する
ために、インキの表面張力が約３５～約４５ｍＮ／ｍに調整されることが好ましく、より
好ましくは約３７～約４２ｍＮ／ｍ、特に望ましくは約３８～約４０ｍＮ／ｍであり、ま
た、同様の粘度で後記する中綿方式の筆記具に使用する場合は、ペン体の品質を維持する
ためにインキの表面張力は約２５～約４０ｍＮ／ｍに調整されることが好ましく、より好
ましくは約２７～約３８ｍＮ／ｍ、特に望ましくは約３０～約３６ｍＮ／ｍである。
　以上の各方式の筆記具においてインキの表面張力がそれぞれ上記の好ましい範囲を下回
ると、筆記描線が滲みやすくなったり、ペン体品質に悪影響（直流・吹き出し等）を生じ
ることがあり、それぞれ上記の好ましい範囲を越えると、ペンの書き味や流量安定性が低
下することがある。
　一方、本発明のインキ組成物に擬塑性を付加させ、せん断速度３．８４ｓ－１における
粘度が１００～４０００ｍＰａ・ｓ（２５℃）程度の中粘度インキとする場合またはニュ
ートニアン粘性インキで粘度が１０～１００ｍＰａ・ｓ（２５℃）の場合には、表面張力
を約１６～約３８ｍＮ／ｍの範囲となるように調整することが好ましく、より好ましくは
約１７～約３５ｍＮ／ｍ、特に望ましくは約２０～約３３ｍＮ／ｍである。
　表面張力が１６ｍＮ／ｍ未満では、直流現象を起こしやすく、また顔料の沈降や凝集を
起こしやすくなってしまう。一方、３８ｍＮ／ｍを越えると、ボテ現象や、線割れ現象を
起こしやすく、更に保存環境や筆記状態によってインキ流出量が不安定になり、描線の濃
度や幅にバラツキを生じやすくなってしまうことがある。
【００３０】
　なお、本発明の筆記具用インキ組成物においては、ペン先の乾燥を防ぐための保湿剤と
して、必要に応じて水溶性有機溶剤を用いることができる。この水溶性有機溶剤としては
、例えば、エチレングリコール、プロピレングリコール、ジエチレングリコール、グリセ
リンなどの水溶性多価アルコール類やエチレングリコールモノメチルエーテル（メチルセ
ロソルブ）、エチレングリコールモノエチルエーテル（エチルセロソルブ）などのセロソ
ルブ類、ジエチレングリコールモノメチルエーテル（メチルカルビトール）、ジエチレン
グリコールモノエチルエーテル（エチルカルビトール）などのカルビトール類、エチレン
グリコールモノエチルエーテルアセテートのようなグリコールエーテルエステル類などが
挙げられる。また、グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセリンなどの誘導体は、その保
湿効果より有機溶剤と同様な効果を得る目的でインキ中に含有することができる。
　これらの水溶性有機溶剤の含有量は、インキ組成物全量に対して、通常４０重量％以下
、好ましくは５～４０重量％の範囲とすることが望ましい。この水溶性有機溶剤の含有量
が４０重量％を越えると、描線が乾きづらくなり、好ましくない。
【００３１】
　また、本発明の筆記具用インキ組成物においては、ペン先の乾燥を防ぐための保湿剤と
して、必要に応じて糖類、尿素誘導体等を用いることができる。糖類としては、例えば、
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マルチトールを主成分とする還元糖、ソルビトールを主成分とする還元糖、還元オリゴ糖
、還元マルトオリゴ糖、デキストリン、マルトデキストリン、還元デキストリン、還元マ
ルトデキストリン、α－サイクロデキストリン、β－サイクロデキストリン、マルトシル
サイクロデキストリン、難消化性デキストリン、還元澱粉分解物、キシリトール、サッカ
ロース、マルチトール、還元澱粉糖化物、還元麦芽糖などの少なくとも１種が挙げられる
。また、尿素誘導体としては、例えば、尿素、エチレン尿素、テトラメチル尿素、チオ尿
素、尿素へのエチレンオキサイド付加物又はこれらの誘導体などの少なくとも１種が挙げ
られる。
　これらの保湿剤は、夫々単独で用いてもよく、また、２種類以上組み合わせて用いても
よい。
　これらの糖類、尿素誘導体等の保湿剤の含有量は、インキ組成物全量に対して、０．１
～３０重量％、好ましくは、０．１５～１５重量％、更に好ましくは、０．２５～１０重
量％とすることが望ましい。この保湿剤の含有量が０．１重量％未満であると、保湿剤と
しての効果が発揮されず、一方、３０重量％を越えると、インキ粘度増加、描線乾燥性の
低下を招くこととなる。
【００３２】
　以上の他、本発明の水性インキ組成物は、必要に応じて、潤滑剤、防腐剤、ｐＨ調節剤
、水溶性アルカリ溶解樹脂、樹脂エマルジョン、腐食抑制剤、酸化防止剤、増粘剤を含有
させることができ、残部は水（イオン交換水、精製水、蒸留水、純水、超純水等）で調整
される。
　潤滑剤としては、例えば、リノール酸カリウム、リシノール酸ナトリウム、オレイン酸
カリウム、オレイン酸ナトリウムなどの脂肪酸塩、その他、以下に示すノニオン系、アニ
オン系、両性界面活性剤を挙げることができる。これらの含有量は、特に低粘度インキ（
１０ｍＰａ・ｓ程度）の場合は、非滲み性の観点から、インキ組成物全量に対して、０．
０１～２．０重量％が好ましく、より好ましくは０．０５～１．５重量％、特に望ましく
は０．１～１．２重量％とすることが望ましく、非ニュートン粘性で１００～４０００ｍ
Ｐａ・ｓ（せん断速度３．８４ｓ－１の場合）の際は、その粘度効果より含有量を制限し
なくともよい。
【００３３】
　ノニオン系界面活性剤としては、例えば、ポリオキシアルキレン高級脂肪酸エステル、
多価アルコールの高級脂肪酸エステル及びその誘導体、糖の高級脂肪酸エステルなどが挙
げられ、具体的には、グリセリンの脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、プ
ロピレングリコール脂肪酸エステル、ペンタエリスリトール脂肪酸エステル、ポリオキシ
エチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、ポ
リオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、
ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンスチレン化フェニルエーテル
、ポリオキシエチレンフィトステロール、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアル
キルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンヒマ
シ油、ポリオキシエチレンラノリン、ポリオキシエチレンラノリンアルコール、ポリオキ
シエチレンアルキルアミン、ポリオキシエチレン脂肪酸アミド、ポリオキシエチレンアル
キルフェニルホルムアルデヒド縮合物などが挙げられる。
【００３４】
　アニオン系界面活性剤としては、例えば、高級脂肪酸アミドのアルキル化スルフォン酸
塩、アルキルアリルスルフォン酸塩等が挙げられ、具体的には、アルキル硫酸塩、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸塩、Ｎ－アシルメチルタウリ
ン塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル酢酸塩、アルキルリン酸塩、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテルリン酸塩などが挙げられる。
　両性界面活性剤としては、例えば、アルキルベタイン系、アルキルイミダゾリウムベタ
イン系、その他アミノカルボン酸系界面活性剤などが挙げられる。
【００３５】
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　防腐剤としては、例えば、フェノール、イソプロピルメチルフェノール、ペンタクロロ
フェノールナトリウム、安息香酸、安息香酸ナトリウム、デヒドロ酢酸、デヒドロ酢酸ナ
トリウム、ソルビン酸、ソルビン酸カリウム、２－ピリヂンチオール－１－オキサイドナ
トリウム塩、１，２－ベンズイソチアゾン－３－オン、５－クロル－２－メチル－４－イ
ソチアゾン－３－オン、２，４－チアゾリンベンズイミダゾール、パラオキシ安息香酸エ
ステルなどが挙げられる。
【００３６】
　ｐＨ調節剤としては、アミンまたは塩基、例えば、アミノトリエタノールアミン、モノ
エタノールアミン、ジエタノールアミン等の各種有機アミン、水酸化ナトリウム、水酸化
リチウム、水酸化カリウム等のアルカリ金属の水酸化物の無機アルカリ剤、アンモニアな
どが挙げられる。
【００３７】
　水溶性アルカリ溶解樹脂又は樹脂エマルジョンは、主として粘度調整剤、耐水化剤とし
ての働きを期待して含有するものであり、例えば、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン
、ポリスチレン、ポリエチレン、ポリカーボネイト、ポリメチルメタクリレート、ベンゾ
グアナミン樹脂、スチレン・アクリロトリル共重合体、変性アクリルメチルメタクリレー
ト・スチレン共重合体、アクリル酸アルキルエステル共重合物、アクリロニトリル・アク
リル酸アルキルエステル共重合物、スチレン・アクリル酸アルキルエステル共重合物、ス
チレン・メタクリル酸アルキルエステル・アクリル酸アルキルエステル共重合物、スチレ
ン・アクリロニトリル・メタクリル酸アルキルエステル・アクリル酸アルキルエステル共
重合物、メタクリル酸アルキルエステル・アクリル酸アルキルエステル共重合物、アクリ
ル酸・メタクリル酸・アクリル酸アルキルエステル共重合物、塩化ビニリデン・アクリル
酸アルキルエステル共重合物などが挙げられる。
【００３８】
　酸化防止剤は、主に本発明のエステル化合物の加水分解性を抑制したり、ボールペン軸
等の筆記具内の気体膨張による不具合を解消するために用いるものである。具体的には、
Ｌ－アスコルビン酸ナトリウム、エリソルビン酸ナトリウム、ビニルピロリドンオリゴマ
ー、トコフェノールなどのポリフェノール類、カテキン、フラバンジェノール、ＢＨＴ（
ジブチルヒドロキシトルエン）、ＢＨＡ（ブチルヒドロキシアニソール）、アセチルシス
テインなどの少なくとも１種が挙げられる。
【００３９】
　増粘剤は、有機系増粘剤と無機系増粘剤に大別されるが、有機系増粘剤としては、例え
ば、アクリル系合成高分子、天然ガム、セルロース、多糖類が使用できる。具体的には、
アラビアガム、トラガカントガム、グアーガム、ローカストビーンガム、アルギン酸、カ
ラギーナン、ゼラチン、カゼイン、キサンタンガム、ウェランガム、サクシノグリカン、
アルカラン、デキストラン、メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセ
ルロース、カルボキシメチルセルロース、デンプングリコール酸ナトリウム、アルギン酸
プロピレングリコールエステル、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリビ
ニルメチルエーテル、ポリアクリル酸ナトリウム、カルボキシビニルポリマー、ポリエチ
レンオキサイド、酢酸ビニルとポリビニルピロリドンの共重合体、架橋型アクリル酸重合
体、アクリル膨潤会合性エマルション、スチレンアクリル酸共重合体の塩などが挙げられ
る。
　無機系増粘剤としては、例えば、スメクタイト、ベントナイト、ケイソウ土等の粘土類
、二酸化珪素等の微少粒体等が挙げられる。
　これらの増粘剤の含有量は、インキの粘度値により適宜増減される。
【００４０】
　腐食抑制剤としては、例えば、トリルトリアゾール、ベンゾトリアゾール及びその誘導
体、リン酸オクチル、チオリン酸ジオクチル等の脂肪酸リン誘導体、イミダゾール、ベン
ゾイミダゾール及びその誘導体、２－メルカプトベンゾチアゾール、オクチルメタンスル
ホン酸、ジシクロへキシルアンモニウム・ナイトライト、ジイソプロピルアンモニウム・
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ナイトライト、プロパルギルアルコール、ジアルキルチオ尿素などが挙げられる。
【００４１】
　本発明の筆記具用水性インキ組成物は、例えば、中綿方式筆記具、または筆記具本体に
インキを直接貯蔵する直液方式筆記具、インキ収容管を具備したボールペン、万年筆等に
使用することができる。
　例えば、インキ収容管に、ステンレス、真鍮及び洋白のような金属材質からなる群から
選ばれた少なくとも一種からなる材質のチップホルダーおよび超硬合金・ジルコニア・炭
化珪素、ステンレス鋼球からなる群から選ばれた少なくとも一種からなる材質のボールを
有するペン先を具備するボールペン、ペン先に金属片、プラスチック片を具備し、金属間
、プラスチック間の毛細管力によりインキを誘導する万年筆などが挙げられる。
【００４２】
　本発明の使用例としてあげた、上記中綿方式、直液方式の筆記具のうち中綿方式の筆記
具としては、前記本発明の水性インキ組成物を吸蔵させた中綿を収容した軸筒、その中綿
に接続される繊維束等からなる中継芯、ボールとチップホルダーからなるペン先などから
構成される中綿式ボールペン、インキ吸蔵中綿と樹脂製合成繊維を円筒形に収束形成した
ペン芯からなる中綿式マーキングペンなどが挙げられる。
【００４３】
　また、直液方式の筆記具には２種類あり、インキを直接貯溜するインキタンク、該イン
キタンク内の空気が温度上昇などによって膨張した場合インキタンクから押し出されるイ
ンキをペン先（またはペン芯）や空気孔からボタ落ちさせないために一時的に保留するイ
ンキ保留体、ボール、チップホルダーからなるペン先または樹脂製合成繊維を円筒形に収
束形成したペン芯、金属・プラスチック片をペン先とする万年筆ペン先などからから構成
されるもの（以下、直留方式と称す）と、インキを直接貯溜するチューブ、ボール、チッ
プホルダーからなるペン先または樹脂製合成繊維を円筒形に収束形成したペン芯、金属・
プラスチック片をペン先とする万年筆ペン先などからから構成されるもの（以下、貯留方
式と称す）が挙げられる。
【００４４】
　以上示した筆記具は、インキの粘度領域により区別されて用いられている。インキ粘度
１～１０ｍＰａ・ｓのものは、中綿方式および直留直液方式に好適に用いられる。また、
せん断速度３．８４ｓ－１におけるインキ粘度が１００～４０００ｍｐａ・ｓ程度のもの
，またはニュートニアン粘性で粘度が１０～１００ｍＰａ・ｓのインキは、貯留直液方式
筆記具に使用される。
【００４５】
　このように構成される筆記具用水性インキ組成物は、少なくとも着色剤と水を含有し、
更に、主骨格がグリセリンであり、６０～１５０モルのアルキレンオキサイドが付加され
、カルボン酸含有物とエステル結合しているアルキレンオキサイド付加グリセリンエステ
ルをインキ組成物全量に対して、０．１～３０重量％含有することにより、長期保管にお
いてもインキ物性が経時的に変化することがなく、経時安定性に優れると共に、書き味、
非滲み性及び描線乾燥性に優れたものとなる。以下に、アルキレンオキサイド付加グリセ
リンエステル含有の作用機構を詳述する。
　本発明に用いるアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルは、まず第１に筆記具の
書き味を向上させることが可能となる。例えば、ボールペンの場合、書き味に影響するフ
ァクターとして、ボールとチップホルダーとの潤滑性及び紙とボールとの潤滑性が大きく
寄与している。通常、ボール・チップホルダー間の潤滑性を期待するので有れば含有量を
多くする必要があるが、紙とボールの潤滑性で有ればさほどその量を必要としない。また
、ペン芯を装着したマーキングペンや万年筆の場合、紙とインキ吐出部の潤滑性が大きく
寄与するため、同様な効果が期待できる。紙とボール（またはペン芯など）との潤滑性メ
カニズムは定かではないが、分子中のアルキレンオキサイド鎖が水を水和し、その分子が
紙面に吐出された際、セルロース繊維間の水素結合力を低下させ、紙自身を柔らかくし、
ボールとの潤滑性を向上させると予測される。
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　紙とボールとの潤滑性効果は、アルキレンオキサイド付加グリセリンエステルのＨＬＢ
及び平均分子量に起因している。ＨＬＢを好ましくは、１５～１９．５、平均分子量を好
ましくは２８００～１００００とすることにより、書き味を更に向上させることができる
ものとなる。
【００４６】
　また、本発明に用いるアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルは、書き味向上だ
けでなく、非滲み性を向上させることが可能である。本発明の水性インキは、ボールペン
、マーキングペン、万年筆により、紙面に直接接触することで紙にインキを付着するもの
であるので、紙の繊維をかき分けて筆記するような形式となり、紙の毛管半径を大きくす
る。そのため、インキ浸透速度は液滴を噴出することで紙面にインキを付着する紙繊維に
外的応力がかからないインキジェット方式のよりも速くなり、非潜み性に関してはより過
酷となる。本発明において、非滲み性のメカニズムの詳細は明確ではないが、用いるアル
キレンオキサイド付加グリセリンエステルの分子内に存在するアルキレンオキサイド鎖が
長いため、その部分に水和した水分子の影響で高分子が紙の中に浸透できず紙面上に存在
することとなる。このアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルが、紙面上に存在す
ることで紙に対して本発明の低分子界面活性剤となるアルキレンオキサイド付加グリセリ
ンエステルは一般の高分子界面活性剤に対して軟着能を持つため、紙面への浸透が抑制さ
れると予測される。そのため、本発明のアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルを
含有した系では、その量が比較的多くすることが可能であり、非潜み性・なめらかな書き
味を同時に満たすことが可能となる。
【００４７】
　一方、非ニュートン粘性を付与した顔料インキ、例えば、天然多糖類をインキ中に添加
した場合、経時にて顔料が沈降する。本発明のアルキレンオキサイド付加グリセリンエス
テルを含有した場合、高温経時においても顔料沈降を発生することなく物性的にも安定す
る。そのメカニズムは明らかではないが、天然多糖類の水酸基と／アルキレンオキサイド
付加グリセリンエステルのアルキレンオキサイド鎖がネットワーク構造を構築し、またア
ルキレンオキサイド付加グリセリンエステルが顔料に対する吸着能があるため、顔料を含
めた形での強固なネットワーク構造が作られると予測される。また、着色剤が染料の場合
でも同様でアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルと非ニュートン性付与剤との強
固なネットワークが形成され物性安定化が図れるものとなる。
【００４８】
　本発明の筆記具は、上記構成の水性インキ組成物を搭載した筆記具、例えば、中綿方式
筆記具、直液方式筆記具、インキ収容管を具備したボールペン、万年筆等に搭載したもの
であり、長期保管においてもインキ物性が経時的に変化することがなく、経時安定性に優
れると共に、書き味、非滲み性及び描線乾燥性に優れた筆記具が得られるものとなる。
【実施例】
【００４９】
　次に、実施例及び比較例により本発明を更に詳細に説明するが、本発明は下記実施例等
に限定されるものではない。
【００５０】
〔実施例１～１０、参考例１～３及び比較例１～６〕
　アルキレンオキサイド付加グリセリンエステル等として、下記表１に示す各物性（平均
分子量、ＨＬＢ、エステル化度）のものを用いた。なお、平均分子量は、より求めた値で
あり、ＨＬＢは上述のグリフィンの式により求めた。
【００５１】
　次いで、下記表２及び表３に示す各配合組成により、各筆記具用水性インキ組成物を得
た。
　得られた各筆記具用水性インキ組成物について、下記測定方法により、インキ粘度、ｐ
Ｈを測定した。
【００５２】
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　次に、得られた各筆記具用水性インキ組成物を以下の仕様に充填し、筆記具を作製した
。
（１）直液直留方式ボールペン（三菱鉛筆社製、ＵＢ－１５７、ボール径φ０．７ｍｍ）
　　　実施例１，３～４、参考例１，２、実施例８～１０、比較例１，３
（２）中綿方式マーキングペン（三菱鉛筆社製、ＰＭ－１５０）
　　　実施例５～７、比較例２
（３）直液貯留ボールペン（三菱鉛筆社製、ＵＭ－１００、ボール径φ０．７ｍｍ）
　　　実施例２、参考例３、比較例４
　上記実施例、参考例及び比較例インキを上記記載の仕様で５本組み立て、以下の評価を
実施した。
　得られた筆記具を用いて下記評価方法により、滲み〔非滲み性〕、書き味、描線乾燥性
及び経時安定性について評価した。
　これらの結果を下記表２及び３に示す。
【００５３】
〔インキ粘度の測定方法〕
　測定温度２５℃、測定器：トキメック社製　ＥＬＤ・ＥＭＤ型粘度計にてインキ粘度を
測定した。
〔ｐＨの測定方法〕
　測定温度：２５℃、測定器：ホリバ社製ｐＨメーターにより、インキｐＨを測定した。
【００５４】
〔滲みの評価方法〕
　原稿用紙に「三菱鉛筆」と筆記を行い、下記評価基準で滲み性を官能評価した。
　評価基準：
　　　　◎：滲みが全くない。
　　　　○：若干滲むが実使用上問題なし。
　　　　△：滲みは生じるが小さい文字を筆記しても文字はつぶれない。
　　　△△：文字が若干つぶれる。
　　　　×：文字つぶれにより文字の判読不能。
【００５５】
〔書き味の評価方法〕
　原稿用紙に、螺旋筆記及び「三菱鉛筆」と筆記を行い、下記評価基準で書き味を評価し
た。
　評価基準：
　　　　◎：螺旋及び「三菱鉛筆」筆記共に良好でペン先を細字にしても書き味良好。
　　　　○：上記◎に較べ若干低下するが実使用上問題なし。
　　　　△：「三菱鉛筆」の筆記では書き味が重く感じる。螺旋筆記では良好。
　　　△△：螺旋及び「三菱鉛筆」筆記共に書き味が重いが筆記描線は良好。
　　　　×：書き味が重く、描線上に点コロ発生。
【００５６】
　ＰＰＣ用紙に「三菱鉛筆」と筆記を行い、下記評価基準で描線乾燥性を評価した。
　評価基準：
　　　　◎：筆記１０秒後に指に付着しない。
　　　　○：筆記３０秒後に指に付着しない。
　　　　△：筆記６０秒後に指に付着しない。
　　　△△：筆記６０秒経っても指に付着する。
　　　　×：筆記３００秒経っても指に付着する。
【００５７】
　〔経時安定性の評価方法〕
　得られた水性インキ組成物をペンに詰めた状態及び板蓋付き透明容器（バルク）に入れ
、５０℃、１ヶ月放置後、下記評価基準で経時安定性を評価した。
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　評価基準：
　　　　◎：ペン性能・バルク共に安定。
　　　　○：バルクにて若干増粘傾向。しかし、ペン性能は問題なし。
　　　　△：バルク増粘によりペン性能が初期より低下しているが実使用上問題なし。
　　　△△：ペン性能にカスレ発生。
　　　　×：インキゲル化。
【００５８】
【表１】

【００５９】
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【表２】

【００６０】
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【表３】

【００６１】
　上記表２及び表３中の＊１～＊１０は下記のとおりである。
＊１：カーボンブラックＭＡ－１００（三菱化学社製）
＊２：ウォーターブラック１８７ＬＭ（オリエント化学社製）
＊３：スミトーンスカーレット（住友化学社製）
＊４：クロモファインブルー４９２７（大日精化工業社製）
＊５：赤１０３号（ダイワ化成社製）
＊６：ジケトピロロピロール：Ｉｒｇａｌｉｔｅ　ＤＰＰ　ＢＴ－Ｒ（チバスペシャリテ
ィケミカルズ社製）
＊７：トリエタノールアミン
＊８：アミノメチルプロパノール
＊９：２－ベンズイソチアゾリン－３－オン（ゼネカ社製）
＊10：ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル（第一工業製薬社製）
【００６２】
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　上記表１～表３の結果から明らかなように、本発明の範囲となる実施例１～１０は、本
発明の範囲外となる参考例１～３、比較例１～６に較べ、非滲み性、書き味、描線乾燥性
及び経時安定性に優れていることが判明した。
　本発明となる実施例１～１０の筆記具用インキ組成物は、主骨格が重合度２～８のグリ
セリンであり、８０～１５０モルのアルキレンオキサイドが付加され、カルボン酸含有物
とエステル結合しているアルキレンオキサイド付加グリセリンエステルを含有した各組成
であるので、非滲み性、書き味、描線乾燥性及び経時安定性に優れた性能を具備するもの
であり、実施例１のように、低粘度インキであっても、本発明の効果を発揮できることが
判った。
　これに対して、比較例を個別的にみると、比較例１では、エチレンオキサイドにより非
滲み性、書き味のレベル向上が付加モル数の短さから得られておらず、経時にてインキゲ
ル化を引き起こすものであり、比較例２では、エチレンオキサイドの付加モル数の多さか
ら、描線乾燥及び経時安定性が劣るものであり、比較例３～６では、本発明範囲外となる
ジグルセリンのエチレンオキサイド１００モル付加物、ヘキサグリセリンモノラウレート
では、本発明の効果を発揮できないものであった。
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